
  ＜検討事項＞                                     資料４ 

① 令和3年度モデル大学普及啓発事業について 

 若年者の依存症対策としてモデル大学を選定し、普及啓発事業の取組を進めるため、大学と連携した依存症対策に

関して検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 モデル大学候補 

酪農学園大学  

 大学アンケートで、学生からギャンブルに関連する相談対応ありの回答。学生支援課医務室担当と連絡調整中。 

   札幌学院大学 

 大学から治療拠点機関にゲーム障害の講演依頼あり対応の実績。今後、大学側へ連絡し取組の打診を予定。 

 

② 令和3年度普及啓発セミナー（案）について 

 目的      ギャンブル等依存症やアルコール健康障害に関する正しい知識や予防について理解し、ギャンブル等依存 

症やアルコール健康障害で悩む方の早期相談及び回復支援について普及啓発を図る。 

 方法・時期  ZOOM オンラインセミナー  令和 3年 11 月下旬から 12 月中旬で調整 

         オンデマンド配信       ZOOM オンラインセミナー後 1 ヶ月間（予定） 

 対象者    一般住民 

 周知先    

No 関係機関 

1 各道立保健所（各市町村宛て周知含む） 

2 各自立相談支援機関（地域福祉課へ周知依頼） 

3 各児童相談所 

4 北海道ギャンブル等依存症対策推進会議構成機関 

5 北海道アルコール健康障害対策推進会議構成機関 

6 発達障害者支援センター（発達支援係へ周知依頼） 

7 北海道保険者協議会 

8 遊技事業協同組合（旭川方面、釧路方面、北見方面、函館方面） 

9 ハローワーク（労働局に周知依頼） 

10 道内大学 

モデル大学の普及啓発事業の進め方イメージ 

大学アンケート

調査実施

モデル大学普及啓

発事業実施に向

けた調整

モデル大学での普

及啓発事業実施

事業実施状況

の共有

令和２年度 

令和３年度 

（例）大学での依存症に関する普及啓発活動と連携 

講演会の実施 等 



 


